
ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。厚
くお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽野村フキ子（玉津）▽藤岡伸吾（北条）▽杉

　悦雄（三芳）▽笹本陽地（三津屋）▽越智園

枝（正法寺）▽西条西部地域交流センターかず

らクラフト教室▽淡交会西条支部いしづち青年

部▽みずほ倶楽部▽村上記念病院▽高砂演歌ク

ラブ▽歌謡同好会北斗星

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　

伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神拝

甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月理作子（大

町）、長瀬　皋（中野甲）▽歌・踊りほか　生

きがい研究会▽うちわ作り　西条高校ＪＲＣ

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽プランターの

花　石根小学校児童会

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽誕生会・歌　玉井キヨ子▽利用者介護　森本

政美▽喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福

祉グループ▽プランターの花　石根小学校児童

会

　

去
る
６
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
小

松
駅
前
広
場
で
、
小
松
小
学
校
、

こ
ま
つ
福
祉
作
業
所
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、

松
山
地
方
法
務
局
西
条
支
局
、
西

条
市
、
西
条
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
の
関
係
者
が
集
い
、
「
人
権
の

花
」
の
苗
の
贈
呈
と
植
え
付
け
を

行
い
ま
し
た
。

　

小
松
小
の
児
童
た
ち
が
『
笑
顔

の
花
を
咲
か
せ
よ
う
』
の
文
字
と

か
わ
い
い
絵
を
描
い
た
プ
ラ
ン
タ

ー
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ

て
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
ポ
ー
チ

ュ
ラ
カ
の
花
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
「
か
わ
い
い
花
や
ね
」
「
も

っ
と
土
を
深
く
掘
っ
た
方
が
え
え

ん
？
」
「
き
れ
い
に
咲
く
と
い
い

ね
」
「
ぼ
く
が
水
を
や
る
」
な

ど
、
小
学
生
と
作
業
所
の
人
た
ち

が
和
や
か
に
会
話
を
弾
ま
せ
な
が

ら
、
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た.

。

　

今
、
花
は
福
祉
作
業
所
の
人
た

ち
や
小
松
小
の
児
童
の
愛
情
を
い

っ
ぱ
い
に
受
け
て
美
し
く
咲
き
そ

ろ
い
、
駅
を
利
用
す
る
人
や
町
の

人
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
人
権
擁
護
委
員
は
、
市

や
法
務
局
と
協
働
し
て
「
人
権
の

花
」
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
市
内
の
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
か
ら
毎
年

１
～
２
校
を
選
定
し
、
花
を
栽
培

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
心
に
、
命
の
大
切
さ

や
相
手
へ
の
思
い
や
り
な
ど
の
人

権
尊
重
思
想
を
育
み
、
情
操
を
豊

か
に
す
る
と
い
う
目
的
を
も
っ
た

事
業
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
育
て
た
花
は
、

そ
の
地
域
の
老
人
施
設
や
障
害
者

施
設
の
ほ
か
、
公
共
施
設
な
ど
に

贈
ら
れ
て
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
々
の

心
に
、
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
を
願
っ
て
！

人権の花運動　～人権の花を咲かせよう～
人権擁護委員　荒井宏子№58

図書が寄贈されました

全国一斉「高齢者・障害者の人権
　　　　　　　あんしん相談」強化週間
　人権擁護委員、法務局職員が、高齢者
や障害のある人への差別的取り扱い、相
続や扶養問題など、高齢者・障害のある
人の人権問題に関するあらゆる相談に電
話で応じます。
※予約不要・無料・秘密厳守。
■受付期間　９月６日㈰～12日㈯
　　　　　　月～金曜日：８時30分～19時
　　　　　　土・日曜日：10時～17時
■電話番号　０１２０－０２５－５５０（フリーダイヤル）
　　　　　　※携帯電話からの相談可、ＩＰ電話不可
■主催　松山地方法務局、愛媛県人権擁護委員連合会
■問合せ　松山地方法務局　℡089－932－0888

　７月28日に、クラレ西条ふれ
あい募金会から市内小学校５校
へ図書が寄贈されました。
　この図書寄贈は、次代を担う
小学生に読書を通じて豊かな情
操を養ってほしいとの趣旨で、
平成19年度から実施されており
来年度以降も引き続いて順次市内すべての小学校26校に「クラ
レ文庫」として贈られる予定です。

▲一人ひとりの心の中にも、優しい思いやりの
　花を育てていこう。

広報さいじょう　2009　9月号 28


